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一

　

は

じ
め

に

　
日

本
に

お
い

て

「

金

七

十
論
』

の

注

釈

書
が

確
認
さ
れ

る

の

は
、

『

金

七

十

論
』

が

元
禄

十

年
（

＝
ハ

九
七
）

に

単

行

出

版
さ

れ

た

後

か

ら

二

百
年
ほ

ど

の

問
の

み

で

あ
る

が
、

今
日

ま

で

『

金
七

十
論
』

の

注
釈

書
に

関
す
る

研
究
は

ほ

と

ん

ど

無
く、

こ

れ

ま
で

知
ら
れ
て

い

た

注
釈

書
は

数
点
で

あ
っ

た
。

改
め

て

行
っ

た

筆
者
の

調
査
に

よ
っ

て
、

散
逸

し

た

も
の

を

含
め

て

二

十
六

点
、

作
者
は

十
七

人
に

上

る

こ

と

が

判
明

　
　

　（
1）

し

て

い

る
。

　

本
稿
で

は
、

こ

れ

ま
で

目
録

上
に

名
称
が

挙
げ
ら

れ
て

い

る

の

み
で

、

未
詳
の

書
と

さ

れ

て

き

た

林
常

快
道
（
真
言

宗
豊
山

派
）

に

よ

る

『

金

七

十

論
私
記
』

と

思

わ

れ

る

写
本
に
つ

い

て
、

作
者
の

問
題
も
含
め

厳

密
に

検
討
し

、

江

戸
時
代
に

お

け
る

『

金
七
十
論
』

研
究
の

全

容
を

解

明
す
る
た

め

の

布
石

と

し

た
い

。

二

　
快
道
に

お

け
る
『

金

七
十

論
』

注

釈
書
の

位
置

付
け

　

快
道
（
一

七
五
一

〜
一

八
一

〇
〉

の

著
作
は

自
身
の

宗
派
の

も
の

だ

け

で

な

く
、

仏
教

外
の

注

釈

書
な
ど

多
岐
に

わ

た
っ

て

い

る
。

中
で

も

『

倶
舎
論
』

に

対
す
る

注

釈
書
が

多
く
、

他
に

は

因

明
や
八

転
声
や

六

合
釈
に

関
し

て

も

研
究
し

て

い

る
。

仏
教
外
の

注
釈
書
と

し
て

は

『

金

　

　
　
　

　
　
　
（

2）

七

十
論
藻
鏡
』

（
一

巻〉
、

『

金
七

十
論
疏
』

（
二

巻
）

、

『

金
七
十

論
私
記
』

（

一

巻）
、

『

金
七

十

論
高
称

記
』

（
二

巻
〉

、

『

勝
宗
十

句
義
論

決
択
』

（

五

巻）
、

『

勝
宗
十

句
義
論
叢
林
』

（

一

巻
）

、

『

勝
宗
十

句
義
論
聞
書
』

（

一

巻）
、

『

十

句
義
論
決
択
』

（

五

巻）

等
が

あ

り
、

サ
ー

ン

キ

ヤ

派
（
『

金
七

＋

論
』

）

だ

け
で

な

く
ヴ
ァ

イ
シ
ェ

ー

シ

カ

派
の

『

勝
宗
十
句
義
論
』

に

対
す
る

注
釈

書
も
書
か

れ
て

い

る
。

　

快
道
の

『

倶
舎
論
』

に

対
す
る

注
釈
書
を

見
る

と
、

本

文
に

言
及
さ

れ

た

サ
ー

ン

キ
ヤ

説
に

注
釈
を
施
す
際
に

『

金

七

十
論
』

の

記
述
を
使

用

し

て
い

る
。

そ
れ

以
外
に

も

『

光
記
』

等
に

お

け
る

誤
っ

た

解
釈
を

仏

典
の

み

な
ら

ず
『

金

七

十
論
』

と
い

っ

た

イ
ン

ド
哲
学
側
の

知
識
や
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八

転

声
や

六
合
釈
の

知
識

を

駆
使
し

て

厳
密
に

検
討
す
る

の

が

彼
の

特

　
　
　（
3）

徴
で

あ
る

。

性
相
学
に

お
い

て

受
け
継
が

れ

て

き
た

玄
奘
の

理

解
す
る

サ
ー

ン

キ
ヤ

説
を

、

従
来
伝
統
的
に

な

さ

れ

て

き
た

よ

う
に

そ
の

ま
ま

踏
襲
す
る
の

で

は

な

く、

真
諦
訳
『

金
七

十

論
』

と
い

う
お

お

も
と

の

テ

キ
ス

ト
に

ま
で

立
ち

返
っ

て

理

解
を

深
め

る
べ

き
で

あ

る
と
い

う
研

究
姿
勢
が

『

金
七
十

論
』

研
究
へ

と

発
展
し

て

い

っ

た
の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

三

　
『

金
七

十
論
私
記
』

に
つ

い

て

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
マ

マ

　
『

金
七

十
論

私
記
』

は

龍
谷

大

学
所
蔵
の

写

本
で

、

題
箋
に

『

金
七

頌
因
明
合
本
』

と

あ
り

、

そ
の

文
字
の

上

に

「

二

十
五

諦
記
」

「

藻
鏡
」

「

私
記
」

と

墨
書
さ

れ

て

い

る
。

　
こ

の

『

金
七

頌

因
明
合

本
』

は

『

藻
鏡
』

か

ら
始
ま

り、

『

金
七

十

論
私
記
』

（
以

下

『

私
記
』

）

と

思
わ

れ

る

も
の

、

『

金
七

十
論

頌
』

（
『

金

七

十
論
」

の

頌
の

み

を

集
め

た

も
の
、

以

下

『

頌
』

）

、

『

数
論
二

十
五

諦

略

図
』

（

以

下

『

略

図
』

）
、

「

数

論
二

十

五

諦

記
』

（

以

下

『

二

十
五

諦
記
』

）

を

合
本
に

し

た

も
の

で
、

『

藻
鏡
』

と
『

略
図
』

は

快
道
の

作
と

あ
る

が
、

そ

れ

以

外
は

作

者
が

書
か

れ

て

い

な
い

。

そ

の

中
の

『

私
記
』

に

は

奥

（
4
）

書
が

あ
り

、

明
治

十

年

2
八

七
七
）

に

了

諦
と
い

う
豊

山
の

学

僧
が

書
写
し

た

と

さ

れ
る

。

『

藻
鏡
』

と

『

私
記
』

は

同
じ

字
と

判
断
で

き

る

の

で

了
諦
の

書
写
と

考
え

、

『

略
図
』

は

了

諦
の

字
に

近
い

。

残
り

の

『

頌
』

と

『

二

十
五

諦
記
』

は

了
諦
の

字
と

異
な
っ

て

お

り
、

そ
れ

『

金

七
十

論
私
記
』

に

つ

い

て

（

興
　
津
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
5
）

そ
れ

違

う

字
体
で

あ
る

。

筆
者
の

研
究
に
よ

り
、

『

二

十
五

諦

記
』

は

快
道
の

著

作
で

は

な
い

こ

と

が

判
明
し
て

い

る
。

『

二

十
五

諦
記
』

に

は

作

者
や

奥
書
な

ど
の

情
報
は
一

切
な
い

た

め

に
、

後
世
の

人
が
内
題

の

『

数

論
二

十
五

諦
記

解
倶
舎
光
記
』

を

見
て

豊
山

性
相
学
の

泰
斗

、

快
道
の

作
と

判
断
し
て

合
本
に

さ
れ
た

可
能
性
が

あ
る

。

了
諦
に
つ

い

て

は

判
然

と

し

な
い

が
、

書
写
年
代
か

ら

考
え

て

こ

の

合
本
が

成
立
し

た

の

は

明

治
十

年
よ

り
後
の

こ

と

と

し

て

よ
い

の

で

は

な
い

か
。

四

　
『

私
記
』

の

検
討

（

1
）

構
成
の

特
徴

　
『

私
記
』

に

は

題
名
も
作
者
の

記
述

も
な
く、

『

金

七

十
論
』

の

第
一

頌
の

引
用
か

ら

始
ま

る
。

偈
文
お
よ

び

長

行
に

注
釈
を

施
す
ス

タ

イ
ル

で

あ
る

。

一

方
、

『

藻
鏡
』

は

偈
文
等
に

対

す
る

注
釈
書
で

は

な

く
サ
ー

ン

キ

ヤ

哲
学
と

『

金
七

十
論
』

に

関
す
る

概
説
を

、

仏
典
等
に

基
づ

い

て

文
献
学
的
に

検
討
し

て

い

る
。

快
道
が

『

藻
鏡
』

で

参
照
し

た
、

暁

応
厳
蔵
（

一

七
二

四

〜
一

七
八

五
）

の

『

金

七

十
論
備
考
』

（
以

下
『

備
考
』

）

や
智
幢
法
住

二

七
二
一
二

〜
一

八

〇
〇
）

の

「

金
七

十
論

疏
』

（

以
下
『

疏
』

）

は

概

説
と

注

釈
と

の

二

部

構
成
と

な
っ

て

お

り
、

香

山

宗
朗
（
？

〜

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
6）

一

七
八

八
）

の

『

金
七

十

論
解
』

（
以
下

『

解
』

）

は

「

金
七

十
論
』

中
の

個
々

の

言

葉
に

注

釈
す
る

形

を

と

る
。

『

私
記
』

は

第
一

頌
か

ら
細
か

い

部
分
に

ま
で

注
釈
を
施
し

て

い

る

が
、

残
念
な
こ

と

に

第
三

頌
の

手

前
で

ぷ

っ

つ

り
と

途
絶
え
て

い

る
。

　一

紙
当
た

り
十
行
、

一

行
二

十
文

字
、

全
十
六

丁

し

か

残
っ

て

い

な
い

。

一

六
一
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『

金
七

十
論
私

記
』

に

つ

い

て

（

興
　
津
）

　

書
写
者
の

了
諦
が

奥
書
に

お

い

て

「

快
道
師
の

私

記
」

と

記
し

た
こ

と
で

、

ひ

と

ま

ず
こ

の

十

六

丁
を

『

私
記
』

と

見
な

す
こ

と

は

出

来
る

が
、

こ

の

『

私
記
』

の

前
の

部
分
に

あ
る

『

藻
鏡
』

に
は

題
名
と

作
者

が

明
記
さ

れ

て

い

る
。

ま

た

『

二

十
五

諦
記
』

も
快
道
作
と

見
な
さ

れ

合
本
に

さ

れ

た

可

能
性
の

あ
る

書
で

あ
っ

た
。

よ
っ

て
、

こ

の

題
名
も

作
者
も
書
か

れ
て

い

な
い

『

私

記
』

な
る

も
の

は

快
道
の

作
と

考
え
て

よ

い

の

で

あ
ろ

う
か

。

以

下
、

検
討
し
た

い
。

五

『

私

記
』

の

検

討
（

2
）

似
点

快
道
『

藻
鏡
』

と
の

類

　
『

藻
鏡
』

は

『

備

考
』

『

疏
』

「

解
』

を

参
照
し

、

殆
ど

の

場
合
そ

れ

ら

を
批
判
し
て
い

る

の

で

あ
る

が
、

こ

こ

で

興

味
深
い

の

は
、

快
道
は

「

備

考
』

と

『

解
』

に
つ

い

て

は

そ
の

ま

ま

『

備
考
』

、

『

解
』

と

記
述

す
る

の

に
、

法
住
の

『

疏
』

に

言

及
す
る

際
に

は

「

有
人
」

と

し

か

書

か

な
い

点
で

、

『

私
記
』

も

同
じ

な
の

で

あ
る

。

実
際
に

こ

の

「

有
人
」

が

法
住
か

ど

う
か

、

二

箇
所
ほ

ど

検
討
し

て

お

く
。

　

 
『

金
七

十
論
』

第
一

頌
の

長
行
中
に

「

外
日

此

婆
羅
門
欲
知

従
何

因
生
」

と

あ
る

（

巻
上
、

大
正
蔵
第
五

四

巻
一

二

四
五

頁
上

段
一

八

〜
一

九

行
）

。

こ

れ

は
、

迦

毘

羅
〔
カ

ピ

ラ
）

尊
者
が

盲
闇
に

沈
み

込
む

世

間
を

見
て

、

阿

修
利
（

ア

ー

ス

リ
）

と
い

う
一

婆

羅
門

に

サ
ー

ン

キ

ヤ

の

教

え

を

授
け

る

事
に

し

た

が
、

そ

の

た

め

に

は

三

度
の

対
話
が

必

要
で

あ
っ

た
。

三

度
目

に

し

て

ア

ー

ス

リ
に

苦
を

退

け

る

た

め
の

原
因

を
知

一

六
二

り
た
い

と
い

う
望
み
が

生

じ

た
の

は

ど

う
し

て

か
と

い

う
問
い

の

部
分

に

対
す
る

注
釈
で

あ
る

。

快
道
は

ア

ー
ス

リ

に

生
じ
た

「

願
欲
心
」

を

「

発

欲
の

因
果
」

と

し

て

説
明
す
る

。

　
発

欲
ノ

因

果
謂

ク

逼

悩
難
駄

堪
発
穐

求
勲

除
レ

彼
因

→

之

心
B

是
逼
悩

ヲ

為
レ

因
而
欲

　
発

．

果
生

ス

（

『

私
記
』

六

丁
表）

　
三

苦
に

逼

ら

れ

る

の

が

耐
え

難
く
な
っ

た
の

で
、

そ
の

原

因

を
取

り

除

き
た

い

と

い

う

心

が

生

ず
る

。

こ

の

三

苦
に

逼
ら

れ

る

こ

と

を

（

原
）

因
と

な

し

て
、

そ
の

結
果
と

し

て

取
り
除
き

た
い

心
（

果
）

が

生

ず
る

の

で

あ

る
、

と

快
道
は

正

し

く

解
説
し

、

次
の

よ

う
に

続
け
る

。

　
解
翩

為
レ

是
　
備
畆

云　ハ冖
何
因
生
ぴ

苦
甚
妄
陋
可
レ

知
　
有
人
間

瀏
者
亦
謬
也

ま
ず
『

解
』

の

相
当
部
分
を

見
る
と
、

　
問
阿
修
利

ノ

之

欲
知
由
何
而
生

ス

下
文

二

云
三

苦
．

所
逼
故

二

生
ユ

於
欲
F

知
⊃

ト

為

　
レ

滅
レ

苦
ヲ

因
弓

　（
巻
上、

一

丁
裏
）

と

注

釈
さ

れ

て

お

り
、

快
道
は

「

為
是
」

と

し
て

同
様
の

見
解
と
み

な

し
批

判

し

て

い

な
い

。

次
に

『

備
考
』

の

相
当

部
分
を
見
る

と
、

　
言
二

何
因一

者
謂
内
外
天

。

何
因

剥
。

（

巻
上

、

一

〇
八

頁
上
段）

と

注
釈
さ

れ

て

お

り
、

快
道
は
「

甚
妄
陋
可
知
」

と

痛
烈
に
批
判
す
る

。

『

備
考
』

は
、

な

ぜ

ア

ー

ス

リ
に

欲
知
が

生

じ

た

か

と
い

う
（

原）

因
を

問
題

に

し
て

い

る

部
分
を

（

三
）

苦
を

生

ず
る

（

原
）

因
に
つ

い

て
の

話

と

誤
っ

て

解
釈
し
て

い

る

の

で

あ
る

。

　
次
い

で
、

問
題
の

「

有
人
」

と

目
さ

れ

る

法
住
の

『

疏
』

の

相
当

部

分
は

以
下
で

あ
る

。

（

巻
上

、

≡
二

五

頁
上

段）
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外
間
頌

答
如
レ

次

可
レ

知
。

一

部
ノ

顛
末

将
レ

釈
二

頌
文
ゆ

先
挙
二

外
間
4

別
二

有
レ

人

起一

此

難
問

。

下
並
准
知

セ

．

。

於
レ

中

間
辞
頗

　
ナ

リ

。

非
三

　

法
住
は

『

金
七

十
論
』

で

は

「

外
の

問
い
」

は

誰
か

別
の

者
が

出
て

き
て

難

問
を

言
っ

て

い

る

の

で

は

な

く
「

頌
に

存
す
る

答
え
」

を
示
す

た
め
に

あ
え
て

提
示
さ
れ

る
こ

と
が

あ
る
と

い

い
、

問
い

の

部
分
は

略

し
て

構
わ

な
い

と

し

て
、

注
釈
を
施
し
て

い

な
い

の

で

あ
る

。

こ

の

点

が
快
道
に
と
っ

て

「

謬
り

」

な
の

で

あ
る

。

　

 
『

金
七
十

論
』

第
二

頌
の

長
行
中

に

「

二

退

失
者

。

如

皮
陀
中
説

。

無
故
而
帝
釈
及
阿

修
羅
王

。

為
時
節
所
滅

。

時
不
可
免
故

。

是
法
若
滅

尽
。

施
主

従
天
退

。

故
有
退
失

義
。

」

と

あ
る

（

巻
上

、

一

二

四
五

頁
中

段一

＝

〜
二

四

行
）

。

こ

れ

は

伝
承
さ
れ

て

き
た

聖

典
類
（
ヴ
ェ

ー
ダ

）

に

も
苦
を
滅

す
る

方
法
が
あ
る

が
、

そ

れ

ら

も

究
極
的
か
つ

絶
対
的
な
も

の

で

は

な
い

と
さ

れ

る
。

そ
の

理

由
の
一

つ

と

し

て
、

イ
ン

ド

ラ

等
の

神
々

で

あ
っ

て

も
、

時

節
（
ユ

ガ

期
の

終
末
）

に

よ

り
滅
せ

ら

れ
、

施

主

も
功

徳
が

尽

き
れ

ば
天

よ

り
退

く
と

い

う
、

ヴ
ェ

ー

ダ

に

お

け
る

「

退
失
」

が

挙
げ
ら

れ

て

い

る

部
分
で

あ
る

。

快
道
は

イ

ン

ド

ラ

等
の

神
々

が

時
節
と
い

う
時
の

影
響
を
免
れ

な
い

問
題
と
ヴ
ェ

ー

ダ

に

お

け

る

施
主

の

祭
祀
で

の

功
徳
が

尽
き
て

天
か

ら

退
く
問
題
と

を

区
別
し

た

上

で
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

　
是

則
時
来

レ

ハ

其
ノ

因
力
尽

ク

故
能
修

．

施
主

亦
退

ス

ー
中
略

−
解
抽

時
至

与
二

福

　

力
尽・

二

因
ト

歪
ハ

非
也

　
有
人

所
為
天

退

故
能

為
人
亦
退

ト

者
不
レ

順
二

是
法

ノ

　
言

旦

不
レ

応一一
滅
尽

ノ

語．〜
也

（

『

私

記
』

一

六

丁
表
）

『

金
七

十
論
私
記
』

に
つ

い

て
（
興
　
津）

　

こ

こ

で

快
道
は

『

解
』

及
び

「

有
人
」

の

説

を

取
り
上

げ
て

批

判
し

て
い

る
。

『

解
』

で

は

ヴ
ェ

ー

ダ
の

祭
祀
に

よ

る

功
徳
の

力
に

よ
っ

て

天

に

留
ま

る

果
報
を
「

福
尽
果
」

と

称
し

て

以

下

の

よ

う
に
注
釈
し

て

い

る
。

（
四

丁
裏
）

　
一

明一・

為
レ

時
ノ

所

 
ヲ

滅
ニ

ニ

明
二

福
尽
果
滅
引

ト
．

1
中
略

−
因

二

是
ノ

施

力〜

　

生
コ

天
上

等
二

然
モ

施
福
尽

レ

ハ

則
復
退
落

ス

有
二

此
二

失一

故
二

非
二

滅
レ

苦
ヲ

因．〜

　
『

解
』

が

時
の

影
響
と
功
徳
の

力
が
尽
き
る

事
を

同
等
に

扱
う
点
に

、

快
道
は

異
議
を
唱
え

て

い

る

の

で

あ
る

。

　
「

有
人
」

と

目
さ

れ
る

法
住
の

『

疏
』

に
は

以
下

の

よ

う
に

あ

る
。

　

退

失
ノ

証
ノ

中
所
レ

祠
諸
天

為
二

壊
空

等
丿

時
節一

被
レ

滅
。

故
能
祠

ノ

人

自
有
二

退

　

失
4

如
二

樹
若
伐

レ

ハ

則
影
随
滅
の

（

巻
上
、

二

三

七

頁
上

段）

　

法
住
は

、

樹
木
を

伐
採
す
れ

ば
、

そ
れ

に

付
随
す
る

木
の

陰
も
同
時

に

滅

す
る

と

い

う
譬
え
を
用
い

て
、

祀
っ

て

い

る

天
（

の

神
々
）

が

時

節
に

よ

り
滅
せ

ら

れ

れ

ば
、

そ

れ
を

祀
っ

て

い

る

人
間
も
ま
た

同

時
に

滅
す
る

と
い

う
持
論
を
展

開
し

て
い

る
。

そ
れ

に

対
し
て

快
道
は

法
に

順
っ

て

お

ら

ず
、

法
住
の

主
張
は
滅
尽
と
い

う
言
葉
に

相
当
し
な
い

と

批

判
し

て

い

る
。

　

ま

た
「

有
人
」

に
つ

い

て
の

他
に
、

『

私
記
』

に

お

け
る

特
徴
と
し
て

、

『

金

七

十

論
』

の

本
文
に
つ

い

て

宋
・

元
・

明

の

三

本
の

み

な
ら

ず
、

高
麗
本
を

参
照
し

て

検
討
し

て

い

る

点
が

挙
げ
ら

れ

る
。

『

備

考
』

や

『

疏
』

、

『

解
』

で

は
、

ほ

と
ん

ど

言
及
さ
れ

て

来
な

か
っ

た

問
題

で

あ

り、

「

倶

舎
論
』

の

注
釈

書
と

同

様
、

快
道
の

厳
密

な
検

討
の

姿
勢
が

一

六

三

一 715 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

『

金
七

十

論
私
記
』

に

つ

い

て

（
興
　

津
）

窺
え
る

。

六

　
お
わ

り
に

　

以
上

、

『

金

七

十
論
私

記
』

と

そ
の

作
者
に

関
し

て

検
討
し

、

構
成

や

内
容
の

特
徴
に
つ

い

て

見
て

き
た

。

本
稿
で

は
、

紙
数
等
の

制
約
も

あ
り

『

私
記
』

の

部

分

的
な

検
討
に

留
ま
っ

た

が
、

こ

の

『

私
記
」

は

快
道
に

よ

る

も
の

と

考
え
て

良
い

だ
ろ

う
。

　
『

私

記
』

の

全
体
が

残
さ

れ

て

い

な
い

事
は

残
念
で

あ
る

が
、

初
期

の

『

金

七

十

論
』

注

釈
書
に

お

け
る

共
通

的
な

知
識
や

理

解
の

変
遷
等

を

明
ら

か

に

す

る
一

助

と
は

な

る

で

あ
ろ

う
。

サ
ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語
文

献
を

直
接
検
討
で

き

る

現
代
に

お
い

て
、

江
戸

期
の

こ

う
い

っ

た

研
究

は

す
で

に

無
用

と

断

定

す
る
こ

と

は

簡
単
で

あ
る

が
、

た

だ

忘
れ

去
る

の

で

は

な

く
、

こ

れ

ら
の

研
究
を

ど
の

よ

う
に

捉
え
評
価
し

て

い

く
の

か
、

現

代
の

我
々

だ

か

ら

こ

そ
、

そ

れ
が

求
め

ら
れ

て

い

る

と

考
え

る
。

1
　
江
戸

時
代
に

お
け

る

『

金
七

十
論
』

研
究
の

概
要
に

つ

い

て
は
、

拙
稿

　
「

日

本
に

お

け
る

『

金

七

十
論
』

と

そ
の

注
釈
書
に
つ

い

て
」

（
『

仙
石
山

　

論
集
』

第
二

号
、

二

〇

〇

五

年
九

月、
一．
二

〜
六

〇

頁）

を
参
照

。

2
　
『

藻
鏡
』

に

つ

い

て

は
、

拙
稿
「

日

本
に

お

け

る

『

金
七

十
論
』

の

注

　

釈
書
　
　
快
道
撰
団

金

七

十

論
藻
鏡
』

を
中
心
に

　
　
」

（
『

印
度
学
仏

教

　

学
研
究
』

第
五

四
巻

第
二

号、

二

〇

〇

六

年
三

月、

五

七
二

〜
五

七

五

　

頁）

を
参

照
。

ま
た

写

本
に

関

す
る

情
報
（

書
写

年
代
や

所
蔵
等
）

は

前

一

六
四

　

掲
拙

稿
を

参
照

。

3
　
快
道
の

『

倶
舎
論
』

注
釈
書
に
お

け
る

記
述
に

つ

い

て

は
、

拙
稿
「

『

倶

　

舎
論
』

に

お

け
る

サ
ー

ン

キ
ヤ

説
解
釈
の

変
遷
」

（

『

國
學
院

大
學
紀
要
』

　

第
四

八

号
、

二

〇
一

〇

年
二

月
、

一

八
一

〜
二

一

〇

頁）

を

参
照

。

4
　
已
上

快
道
師
私
記
惜

哉
已
下

不
全
義
而
還
本
家
給
也
／
于

時
明

治

十
年

　
二

月

快
師

以

置
書
写
得

者
也
／
豊
山
留
学
釈
沙
門

了
諦
書

。

5
　
『

数

論
二

十
五

諦
記
』

に

つ

い

て
の

詳
細
な

検
討

は
、

拙
稿
「

『

数
論

　
二

十
五

諦
記
』

に
つ

い

て
」

（
『

仙
石
山

論
集
」

第
四

号
、

二

〇

〇

八

年

　

十
一

月
、

一

〜
一

五

四

頁）

を
参
照

。

『

数

論
二

十
五

諦

記
』

は

正

式
に

　

は

『

数

論
二

十
五

諦

記

解
倶
舎
光
記
』

と

い

う
題

名
で

あ

り
、

写

本
の

　

形
で

二

本
現
存
す
る
の

み

で
、

龍
谷
大
学
（
今
回

取

り
上

げ
る

合

本）

と

　

東
北

大

学

に

所
蔵
さ

れ

て

い

る
。

一

連
の

研
究
に

よ

り、

智
山

派
の

道

　

空

（

一

六

六

六

〜
一

七
五
一
）

『

倶
舎
論
光
記
講
輯
』

（
「

智
山
全

書
』

第

　

十
三

巻

所
収）

第
三

巻
に

お

け
る

サ

ー
ン

キ

ヤ

説
に

つ

い

て

の

注

釈
の

部

　

分
を

抜
粋
・

加

筆
し
、

『

数
論
二

十
五

諦
記
』

と
い

う
新
た

な
タ

イ

ト
ル

　

を
つ

け
た

独
立
の

書
に

作
り
替
え
ら
れ

た

も
の

で

あ
る

こ

と
が

判
明
し
た

。

6
　
『

備
考
」

・
『

疏
』

は

『

日

本
大

蔵

経
』

（

増
補
改

訂）

第
五

八

巻
「

金

　

七

十

論
章
疏
」

（
一

九
七
五

年）

所
収
本
を

、

『

解
』

は

安
永
二

年
刊
本
を

　

使
用
し

た
。

〈

キ

ー
ワ

ー
ド

〉

『

金

七

十
論
』

、

『

金
七

十
論

私
記
』

、

『

金

七

十

論
藻
鏡
』

、

快
道

、

サ
ー
ン

キ

ヤ

　

　
　
（
國
學
院

大
學
非
常
勤
講

師
・

博
士
（
文
学
）

）

716一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


